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日本魚類学会の英文誌と和文誌	
＊新種記載の論文が発表されるのは英文誌	



種の違いは形態の違いで認識される	



形，計数・計測形質と分布の違い	



分類学とは何か　用語の説明	

•  taxonomy	  と	  systema2cs,	  classifica2on	  
•  taxon	  と	  taxa	  
•  Phylogeny,	  phylogene2cs	  



種とは何か？	

エルンスト・マイア（ドイツの鳥類学者）Ernst	  Walter	  Mayr（1904–2005)	

「生物学的種」の概念を提唱	

動物分類学を，アルファ分類学，ベータ分類学，ガンマ分類学に整理	  
　その後，macrotaxonomy	  と	  microtaxonomy	  へ 	



動物分類学の３つの段階	

•  アルファ分類学　種の分類，記載，命名	  

•  ベータ分類学　生物間の系統	  

•  ガンマ分類学　種内の変異，種の実態，種分化	  

•  Microtaxonomy	  種レベルの分類学	  

•  Macrotaxonomy	  種レベルより上位の分類学	

Myer	  and	  Ashlock	  (1991)	  	  Principles	  of	  systema2c	  zoology	  	



生物学的種概念	

マイア　「種とは，実際にも，可能性においても，お互いに	  
交配しうる自然集団である．それは他のそのような集団	  
から生殖の面で隔離されている」	

Biological species concept	

生殖的隔離機構	  
（reproduc2ve	  isola2ng	  mechanism)	

種＝生物学的種であるが…	



生物学的種概念の問題点	

•  有性生殖生物にしか適用できない	  
　　＊生殖的に隔離された集団であるため，	  
　　種間で遺伝的融合はない	  
	  
　　×　無性生殖生物	  
　　×　雑種起源の植物の種	



「種」の概念は？	

•  Mayden	  (1997)	  によると２２以上提唱された	  

•  生物学的種概念	  
•  遺伝学的種概念	  
•  進化学的種概念	  
•  系統学的種概念	  
•  形態学的種概念	  
•  類型学的種概念　学名のシステムに関係	



形態学的種とは	

　形態のみにもとづき，その他の属性
を考慮に入れない種概念	

個体発生上や性的二形の差異はどうする？	

Morphological	  species	  concept	



類型学的種とは	

	  
　　★二語名法による学名のシステム	  
　	  
	  
	  
　　　厳密にはホロタイプとされた	  
　　１標本の形態に基づく	  
	  
　　	  

Typological	  species	  concept	



種とは？	

•  直海（2008）	  
　　「種とは“便宜的な分類単位”である」	  
	  
　　　理想的な種概念はないであろう	  
	  
・三中（2008)	  
	  	  	  	  	  「種問題を解決することは，もともと不可能	  
　である」	  



形質と変異	

「形質」は種がもつ属性あるいは特徴	  
　　　形態的，生化学的，遺伝的（分子的），	  
　　　生態的…なもの何でも	  
	  
生物には「変異」がある	  
　　　種であれば，個体により差はあるが一定
の範囲内に収まるハズ	  



形質の違いと程度	

馬渡（2006）より	



共通形質は共通祖先由来か？	

馬渡（2006）より	



同じようで同じではない形質	

ホモロジー	 ホモプラシー（非相同）	

馬渡（2006）より	



ホモロジーとホモプラシーの問題	

＊先祖返り　atavisim	

実はかなりややこしい…	

馬渡（2006）動物分類学30講より	  



単系統，側系統，多系統	

馬渡（1994）より	

monophyly	 paraphyly	 polyphyly	



マダイとチダイ	
マダイ	

チダイ	

臀鰭軟条数８	

臀鰭軟条数９	

縁が黒い	

背鰭棘が糸状にのびる	

鰓蓋の後縁が赤い	



チダイの学名	

Evynnis japonicus Tanaka, 1931	

Evynnis tumifrons (Temminck and Schlegel, 1843)	

Iwatsuki et al. (2007) により変更された	



キダイの学名	

Iwatsuki et al. (2007) により変更された	

Dentex hypselosomus Bleeker, 1854	

Dentex tumifrons (Temminck and Schlegel, 1843)	



ヒトにおける相対成長	

フツイマ（1991）「進化生物学」より	

成長や成熟は様々なホルモンの調節により制御される	

個体発生によりプロポーションが変わる	



キュウセンの雄と雌	

写真は岡村・尼岡，編．1993．「日本の海水魚」山と渓谷社より	
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フグ目モンガラカワハギ科	 

モンガラカワハギ	



Photo	  by	  H.	  ENDO	  

モンガラカワハギ	 



クロモンガラ（左上を除く）	



モンガラカワハギ科ナメモンガラ属の分類学的再検討	

1978年	



松浦	  (2009)	  より	



ナメモンガラ属 Xanthichthys	  ５種	

X. ringens	

アオスジモンガラ	

新種記載	

E	

F	

B	 A	

ホシモンガラ♂	

ナメモンガラ♀	 ナメモンガラ♂	

D	

ホシモンガラ♀	
大西洋に分布	

X. caeruleolineatus	

X. auromarginatus	

X. auromarginatus	

X. mento	 X. mento	

D	



インド–太平洋域のナメモンガラ属 Xanthichthysの４種	

ナメモンガラ	  
♂の婚姻色あり	

ナメモンガラ	  
♂の婚姻色なし	

ナメモンガラ若魚	  

ナメモンガラ♀	

アオスジモンガラ	 スジナメモンガラ	

ホシモンガラ♂	 ホシモンガラ♀	

X. lineopunctatus	

山渓「日本の海水魚」より	



計数形質の変異幅	



ラクダアンコウ科	
Paxton	  and	  Eschmeyer	  (1998)	  Encyclopedia	  of	  Fishes,	  2nd	  ed.	  より	

チョウチンアンコウ亜目の著しい性的二形	

♂	 ♂	

♀	
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ヨゴレヘビギンポ（ヘビギンポ科）	 

著しい性的二色性 （dichroma2sm）	

♂	

♀	



アカネキンチャクダイ	 

実はキンチャクダイとキヘリキンチャクダイの雑種	

高知県柏島で撮影	

Photo	  by	  H.	  ENDO	  



キンチャクダイとキヘリキンチャクダイ	
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タテジマキンチャクダイ（キンチャクダイ科）	 



タテジマキンチャクダイ	 
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タテジマキンチャクダイ	 

Photo	  by	  H.	  ENDO	
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タテジマキンチャクダイ	 



タツノオトシゴの二型	



タツノオトシゴ二型の分子系統解析	



土佐清水市以布利に出現するニシン亜目魚類	

ニシン科	

カタクチイワシ科	

ウルメイワシ亜科	

コノシロ亜科	

ニシン亜科	

カタクチイワシ	

オグロイワシ	マイワシ	

ウルメイワシ	

キビナゴ	
コノシロ	



土佐清水市以布利に出現するニシン亜目魚類	

ニシン亜目 
　　ニシン科 
　　　　ニシン亜科 
　　　　　　　マイワシ 
　　　　　　　オグロイワシ 
　　　　ウルメイワシ亜科 
　　　　　　　ウルメイワシ 
　　　　　　　キビナゴ 
　　　　コノシロ亜科 
　　　　　　　コノシロ 
　　カタクチイワシ科 
　　　　　　　カタクチイワシ 
　　　　　	

リンネ式階層分類体系にすると… ＊ただし，属のランクは省略	


